
 

1989年より描き始めた「遺されしものへ」シリーズも、27年が
過ぎました。常に「邂逅」をモチーフに描き続けてきましたが、
1994 年１月、ふと旅立ったエジプトとの出合いは、邂逅の不
可思議さをますます私の心の内に増幅し、制作への意欲を
かきたてて止みません。 
「遺されしものへ」とは、遺跡をさすのではなく、実は今ここに
生きる我々自身のことなのです。 

＜木下和氏経歴概略＞ 

1994年  エジプト取材開始 

1999年 「遺されしものへ・エジプトファラオの伝言-木下和展」（広島三越） 

2003年 「遺されしものへ・エジプトファラオの伝言-木下和展-II」（広島三越） 

2008年  遺されしものへ-エジプト・ファラオの伝言 III-木下 和展（広島・三越） 

2009年  木下和油絵展 遺されしものへ-エジプト・ファラオの伝言 

（エジプト・オペラハウス） 

木下和の世界 
—エジプトそしてイスラームの人々との邂逅— 

公開講演会 

木下先生にご寄贈いただいた絵画 
「遺されしものへ～古都月映・カイロ’10」 

日時：2016年 11月 19日（土）13：00〜14：30 

会場：同志社大学今出川キャンパス クラーク記念館チャペル 

※講演会終了後、当センター会議室で公開中の絵画をご覧いただきます。 

 

入場無料／事前申込不要

今、遺跡が私に語りかけてくれます、「遺されしものよ」と。厳
然とある『過去』、それをどのように『未来』に伝えていくのか、
と。エジプト数千年の歴史を越え、自然と時空との邂逅に、そ
のメッセージを託して描きたいと思います。そのような気持ち
を少しでも伝えることができれば幸いです。 
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